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認 定 書

国 住 指 第 3211号
平成 29年 1月 20日

吉野石青株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

目土交通大臣  石井

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法同法施行令第 46条第 4項表一の (人 )
の規定に適合するものであることを認める。

記

と̀認定番号
FRM―-0534--1

2.認定をした構造方法等の名称
厚 9.5111n両 面ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せっこう板/めっき鉄丸くぎ
NZ50/外周部075■ lln、 中通り0150■と電/大壁造の直張り仕様/本造軸組而ヽ十力壁におけ
る構造方法

3.認定をした構造方法等の内容
2,3の倍率を有する軸組と同等以上の耐力を有する軸組
別添の通り

粛

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。
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1.麟

(1)面オオ娘

a)面オオの名称

両面ボード用尉瑠長ガラス繊維混入せつこう板

b)麟オの―    〔聰 成
面材の断面図を図 1に示すとまた、その朧勝オ及軸 成を表 11づ貴先

ガラス繊維混入せっこう板

ボー

（０
守
．０
十
）峰
，０

(寸法単位 :mm)

図1画材の断面図

表 1撒 触跛醐

表雨材 :

ボーW翻粛眠
組成などは企業秘密とさせていただきます。

芯 材 :

ル 拠

せつこう板 組成などは企業秘密とさせていただきます。

理斃濯野

'オ

:

ボード用原紙
組成などは企業秘密とさせていただきます。
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c)― 帷

d)側面カロ■形状

図2に示すベベルエッジ又はスクェアエッジとする。

2～6

ベベルエッジ スクェアエッジ

図2側面加工形状断面図

(寸法単位 :脆n)

c)願 の騨

面材は、国士交通大臣の講定を取得した面オオ (認定番号 INM‐4127)に対し、ボード局原紙の

組成およひ帝面4月の厚さの範囲綿 与していると

性   能 :

含水率

(°/。 l

曲げ敗壊荷重 ω 単位面積当たりの質量

(kym今長さ方向 幅方向

8以下 5(Xl姓 200彦文」ヒ 8.55～10.98

観:藤面ボード用原紙張ガラス辮 触 せっこう板の両面及びイ貝llttには、使用上有害な欠け、

割れ、汚れ、きずなどがあってはならなしち

(2)囃 0)醜

(3)接台具の仕様

a)焼脇 称 iく ぎ

Φ
≫
ｔ
曲 （い

〕
．〇
十
）蛉
．⇔

（ω
ヾ
．０
キ
）蛉
．０

外

厚さ (盈nal 幅 l―■) 長さ m

寸法 9.5

900

1820、 2420、  2730、  3030910

1000

許容差 -0,■0,49 +0,-3 +0,+3

部  位 寸 法 等

柱、土台、胴差、桁(梁 雌 見付け 10説田メ見込み 105111in以上

継郭 確 囃 見付け 45=YLm×見込み 1∞魅m以上

聞柱 1矯韓 頻とr寸け271xmX膳 10繭ウtL
胴つなぎ 1麟 見付け60mm×見込み 45mぬ 以上

柱の間隔 900111m～2000逮m

面材の鶴手となる継手闘柱と柱の間隔 90(lmnl～ 1000nun

F口耳|とと柱又は間柱と継子閥柱の間隔 い ～ 500二In

朗 間の内騨
1枚張り 2140mm以上 297Cttm以下

縦継ぎ張り 2080て141以上 30751141ゝ 以下

丹1↓フ礁-2/8
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別添

b)規格番号 :ЛS A 550&拗09

c)種  類 :めっき鉄丸くぎ
d)l呼    【パ:ふIZ50

e)表面処理 :篭期 台めっき 1級以上 lЛS H 8610:1999)

(4)その他の仕様
特にな眈

2.  而ν貿蓋¢瑚勧弱筆暫どB

(1)当該面材ヒ饂 した蔵力壁の適用範囲は、蜘 玲 第40条から第49条 (ただし、第48条

第2項は除く)‡こ攀拠したホ造軸組とする。

(2)当該耐力壁は,外局壁の農外側下地枕 室内側下地材及び内部壁の下地材に用いるものとする。当該

耐力壁を外同壁の最期則下ナ跡オとして用いる場合は、防水紙その他適切な防本措置を写葎じるものとす

る。

(3)建菱騨鞭賀鯨衿 第46条第 4項の表1に定める軸鵬又は昭和56年建設省鋳 第■00号に定める

軸組を併用する場合は、倍率の数値5を限度としてそれぞれの借率の数値を加算できるものとする。

3 耐力壁の施工徴陳わ概要
(1)腫材
①桂(土台、月同差、検架材♂ジ断面寸法は見付け1051とlmX見込み 105m五■以上をする。

②問柱の断面載腺ま見イヽすけ27n■1lX見込み 105nm以上とする。

③面材のオ競
‐
向の継手となる継手問柱の断面寸法は見付け45n■4X見込み 105■l111以上とする。

C爾解の縦方向嚇時 となる胴めなぎの断面寸法は見付け60mmX見込み4駒皿1以上とする。

⑤柱の間隔は900虜m以上20001rl】n以下とする。
◎面材の維手となる継手聞柱と柱の間隔は塁摯11ln以上 100(れIn以下とする。

C聞柱と柱又は間柱と継子間柱の間隔は亜uXlal以上500mm以下とする。
③峡架材間の内法寸法について、縦継ぎ張りの場合は20801だ irとと以上307挽un以下、1枚張りの場合は

2140mm以上29宝瓶置以下とする。

③柱への面材の掛かり代は50mnl以上、土台、横架材および胴うなぎへの面材の掛かり代は、30141n以

上 継挙欄す主への臣沸猟夢掛かり代は201x■11災ととす
‐
る。

(2)曲
~|な
の害l打、l

函枷ま軸線に直張りとし、張り方は陵架材聞1朝彫うなぎを設けて 2枚の板で縦継ぎ張りとする力＼また
|ま 1枚の板で縦張りとする。ただし、2枚の板棚 ぎ張りとする場合、下側の面材帳 さは18201-と

し、上側の面材
'‐

堀【小長さは3別瞳mとする。

(3)面材の留め付け

0面材は、めっき鉄丸くぎNZ50を用いて、曲
‐
|オの外周部ではくぎ稲五のFttB隔を75rlul■ 以下で柱、横架

材、継手F樹号柱、月手厠わなぎに、面材の中通りの部分ではくぎ相互の間隔を 15(狂nni以下で聞柱に留め付

とする。

②くぎが有効に作用するように、面材の端部とくぎとの間隔 (へりあき醐 は、土台、横槃材及び胴

アJは添-3/8
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つなぎでは15mm律降溌丑と3mm)、 柱及び鶴羽聞桂では 12mm t諦容差 :±2mm)とする。
⑥面材のクト周部及び中通りの部分におけるくぎ本数について、面材の長手方向及び題手方向の辺長 lH、

Llからへりあき,働尊催α11■H2、 L]+L2)を減じた長さ 篠―仰二十H2)、 と←11L2))を算出し、その
長さを待期Xぎ閲隔 lP、 ① Ц朗する。
外周部のく期 はその鱗 ′I醐第一位を切り上げて 1を加えた値とし、中通りの部分のくぎ本数は

その値の小数第一l立を切り上げて 1を減じた値とする。

なお、図 4に示す通り、面材四隅のくぎは長手・短手両方向のくぎ本数として数えることとするが、
中通りの部分と外周部のくぎを結ぶ直線上のくぎは、中通りの部分のくぎ本数として数えないものと

する。

ここで、Lは 90脳l■-lo00mmのい裁粉笠瀧氏Hは而,上力壁の施I佳様に応じた下側もしくイ辻 側
の面材の長さの値、Hl及びH2は 1こ競m、 Ll及びL2は 12144、 Pは 75mm、 Qは lI聴盟とする。

霊

EIIニヨ :外周部長手方向のくぎ

江 _工
=‐
]:外周部短手方向のくぎ

工:二:三 :三 :中通り部のくぎ

図4各部のくぎ本数

L

(4)その他の施正仕様

特にな晩

(5)力饉翻

施正図を図 5～図8に示す。

卜
益
０

奮P以下
耳
杵
入
０

P以下
卜

養
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105X

横架材
iOう Xl

鉄丸くぎNZ50

12(上

A部詳細図

NZ50

施正I震 ぎNZ50

B部詳細図

横架材
×105

】同
60X

C部詳細図

鉛直断面図

下地組図

図5 施工詳細図 :縦継ぎ張りの場合  仕膝単位;― l

面ボード用原紙張
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ド
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X
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上
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月同つなざ 尉に手問

検架材

め

月同つなぎ
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×

横架材
X

B部

結手聞柱
X ― ド
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ボード

面ボー
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【A部詳細】

【B部詳細】
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厚9_3
C部詳細】

面材の納まり

柱

めめっ

X

【D部留羊細I

【F部詳細】

5

く く
下

【E部詳細】

図6 施工図 :統継ぎ張りの場合  (寸法単位 :■lHk)

手
｀
＼
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くぎNZ50

両 ―ド用原寿氏張

鉄丸くぎNZ50

両面ポード 張
ガ

め , くぎNZ50

横架材
105X

A部詳細図

土台
105×

施工図

12(圭 2)

B部詳細図

横架材

鉄丸

土台
×

鉛蔵断面図

下地組図

図7 施工詳細図 :1枚張りの場合  (寸法単位 :mm)
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45X

両面ボード
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横架材

厚9.5

【A部鮮細I

IB部鮮細】

12(

IC部詳細〕
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せ,こう板

横架材

X

A郎

覇
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柱
105X
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C部 D部
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面材の納まり

【D部辞,lB】

図8施工図 :1枚張りの場合 僻辮 位 :mm)
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